
1月 26日 HomeWork 

問題１ 

 

3点 A(1,0,0),B(0,1,0),C(0,0,1)を頂点とする三角形の周を 

Cとするとき、 kjiF


222 yxz  に対して、 

 
C

drF

を求めよ。 

(1) 直接、線積分で求める。 

(2) ストークスの定理を用いる。 

 

 

 

問題２ 

 

kjiF


zyx  4 とし、 を の平面のうち、 の領域

に含まれている部分とするとき、 を求めよ。ただし、法線ベクトル方向は原点を

離れる方向に向いているものとする。 

 (1)  直接的な解法（面積分）で を求める。 

 (2) ガウスの発散定理を用いて、 を求める。 

 

 

問題３ 

 

Cが
2, xyxy  によって囲まれた閉曲線であるとき、 

  dyxdxyxy
C

22  を求めよ。 

(a) 直接的に求める場合。 

 

  (b) 平面におけるグリーンの定理を使用する場合。 

 

 

 

 

  

S 12632  zyx 0,0,0  zyx

 
S

dSF
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S

dSF
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dSF
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1月 26日 HomeWork 

問題１ 

 

(1) 

三角形の周は CABCAB  で 

 AB :   1001  ttt ,,, ,   BC :   1010  ttt ,,,  CA :   1010  ttt ,,,  

である。 

   
CC

dzydyxdzzd 222
rF


 

    
1

0

2222 1 dttdzydyxdxz
AB

 

    
1

0

2222 1 dttdzydyxdxz
BC

 

    
1

0

2222 1 dttdzydyxdxz
CA

 

ゆえに 

    113
1

0

2
  dttd

C
rF


    

(2) 

   kji


vuvuvurS  1,:  

     



























0,0

1
,,

vu

vu
vuDvu  

である。 

まず、 F


rot を求める。 
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つぎに 

kjirru


 v より 
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

 

となる。 
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問題２ 

 

(1) 

  



RSS

dydx
dSd

kn
nFnFSF 


 

を考える。 

まず、曲線 S と直交する単位法線ベクトルn

を求めるには、曲面 12632  zyx と直交するベ

クトルが、   kji


632632  zyx によって与えられる。よって、曲面 S上にある任意の点

に対する単位法線ベクトルn

は次式によって与えられる。 

  kji
kji 

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
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よって、
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  dxdy
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6

7


kn
  

次に、  
7

612

7
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7

6

7

3

7

2
4

xzyx
zyx














 kjikjinF


 

   （曲面 Sの方程式から
6

3212 yx
z


 ） 

よって 

 

 


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xy 平面上の領域 R の上でこの二重積分を計算するには、x を固定して y について 0 から

3

212 x
y


 まで積分し、続いて、xについて、x=0から x=6まで積分する。 
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(2) 

ガウスの発散定理 

  
SV

ddVdiv SFF


 

を用いると 

 

  48246
2

1

3

1
6)(666114 








  三角錐の体積

VVVV

dVdVdVdVdivF

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問題３ 

 

xy  と
2xy  とは 2 点 (0,0)と(1,1)で交わる。C 曲面の上を働くときの正方向は図に示さ

れた通りである。 

 

(1) 

曲線 C1 : 
2xy  に沿って、問題の線積分は 

 

      
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C

 

また、点(1,1)から点(0,0)まで直線 C2 : xy  に沿って 

  

 

        13
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C

 

よって、求めるべき線積分は 

  

     
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(2) 

重積分 dydx
y

M

x
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R

 
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
は次のような形に変形される。 
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